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体育大会 ３年女子リレー

金き
ん
う烏
の
呟
つ
ぶ
や

き

バ
ト
ン
が
つ
な
ぐ
も
の

　
「
白
い
ラ
イ
オ
ン
像
は
、ど
こ
に
行
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
」。
今
年
に
入
り
、
複
数
名
の
同
窓
生
か

ら
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
敷
地
内
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

青
春
の
軌
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
ず
、
校
門
を
去

る
後
ろ
姿
を
申
し
訳
な
い
思
い
で
お
見
送
り
し
ま

し
た
。

　

当
方
は
三
十
代
半
ば
か
ら
母
校
に
四
度
赴
任
し

二
十
年
ほ
ど
勤
務
し
て
お
り
ま
す
が
、
確
か
に
あ

の
青
春
像
を
確
認
で
き
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
験
一
辺
倒
の
時
代
に
「
灰
色
」
と
さ
え
形
容
さ

れ
た
高
校
生
活
の
中
、
あ
の
勇
壮
な
ラ
イ
オ
ン
像

を
仰
ぎ
見
て
、
こ
こ
を
耐
え
抜
い
た
先
に
理
想
の

未
来
が
あ
る
と
信
じ
た
若
者
は
少
な
く
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
先
輩
方
嘆
く
こ
と
な
か
れ
。
校
舎
や

体
育
館
な
ど
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、

脈
々
と
流
れ
る
伝
統
と
青
春
グ
ラ
フ
ィ
テ
イ
は
健

在
で
す
。
後
輩
た
ち
が
、
体
育
大
会
ク
ラ
ス
対
抗

リ
レ
ー
で
疾
走
す
る
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
大

歓
声
が
蘇
っ
て
き
ま
せ
ん
か
。
今
年
も
ク
ラ
ス
の

誇
り
を
か
け
た
競
い
合
い
、
仲
間
と
の
一
体
感
や

助
け
合
い
を
味
わ
い
、
肩
を
組
ん
で
高
ら
か
に
校

歌
を
謳
い
あ
げ
ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い

だ
日
田
高
ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
見
え
な
い
バ
ト
ン
で
つ

な
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
確
か

に
息
づ
い
て
い
く
の
で
す
。

（
陽
柳
会
事
務
局　

三
十
二
回
卒　

宮
原　

徹
）
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陽
柳
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柳
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長
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船
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勇
一

関
東
陽
柳
会　

会
長

渡
辺
真
一
郎

関
西
陽
柳
会　

会
長

田
原　

雅
夫

福
岡
地
区
陽
柳
会　

会
長

村
上　

英
之

大
分
陽
柳
会　

会
長

橋
本
堅
次
郎

陽
柳
会
熊
本
支
部　

会
長

渡
邉　
　

薫

陽
柳
会
玖
珠
支
部　

会
長

武
石　

啓
治

陽
柳
会
県
北
支
部　

会
長

川
内
八
千
代

陽
柳
会
日
田
市
役
所
支
部　

会
長

髙
倉　

保
徳

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を

��

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

　

今
年
の
猛
暑
も
過
去
最
高
の
記
録
を

更
新
し
、
命
の
危
険
を
知
ら
せ
る
ア

ラ
ー
ト
も
全
国
各
地
で
鳴
り
響
く
毎
日

で
し
た
。
海
水
温
の
上
昇
で
サ
ン
マ
が

豊
漁
、
日
田
特
産
の
西
瓜
や
梨
が
豊
作

な
ど
、
嬉
し
い
反
面
、
四
季
折
々
の
季

節
感
が
薄
れ
る
今
年
で
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
等
で
も
、
世
界
を
相
手
に
戦
う
試
合

が
連
日
続
き
、
素
晴
ら
し
い
ア
ス
リ
ー

ト
達
の
姿
は
未
来
に
向
か
っ
て
挑
む
姿

と
し
て
私
達
に
多
く
の
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

陽
柳
会
本
部
と
致
し
ま
し
て
も
八
月

十
七
日
に
ご
来
賓
二
十
名
の
皆
様
を
迎

え
、
総
勢
百
六
十
名
の
参
加
を
頂
き
ま

し
て
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

今
年
の
担
当
学
年
は
四
十
七
回
生
県

議
会
議
員
中
野
哲
朗
氏
を
含
む
三
十
九

名
の
若
手
の
力
強
い
結
束
の
も
と
、
昨
年

の
総
会
に
引
き
続
き
、
大
変
心
強
い
メ
ン

バ
ー
の
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
日
田
高
校

音
楽
部
の
爽
や
か
な
歌
姫
達
の
歌
声

に
、
会
場
の
皆
様
も
時
間
を
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
青
春
時
代
の
ペ
ー

ジ
を
醸
し
出
す
素
晴
ら
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

卒
業
三
十
周
年
に
担
当
学
年
に
な
る

シ
ス
テ
ム
は
、
ま
さ
し
く
日
田
高
校
の

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
未
来
に
向
け
た
発

展
を
応
援
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

四
十
八
歳
の
若
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感

激
し
た
一
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
最
後

ま
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し

た
司
会
者
の
原
田
梨
加
様
、
石
井
裕
二

様
、
そ
し
て
四
十
七
回
生
の
皆
様
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
会

場
の
皆
様
に
多
く
の
景
品
を
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
四
十
一
社
の
企
業
の
皆
様
の

一
方
な
ら
ぬ
お
気
持
ち
が
、
最
高
の
盛

り
上
が
り
に
繋
が
っ
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
て
お
き
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
卒
業
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
県
議
会
議
員
井
上
明
夫
氏
を
は
じ
め

と
す
る
二
十
七
回
生
二
十
一
名
の
皆
様

も
、
白
髪
交
じ
り
と
は
言
え
青
春
を
語

ら
う
姿
は
、
夜
遅
く
ま
で
余
韻
を
楽
し

む
最
高
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
こ
の
勢
い
で
来
年
の
古
希
の
祝
い
集

合
ま
で
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

令
和
七
年
度
陽
柳
会
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

陽
柳
会
報
の
発
行
に
つ
い
て

重
要

　

陽
柳
会
の
活
動
は
、
会
員
皆
様
か
ら
の
年

会
費
と
卒
業
生
か
ら
の
入
会
金
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

陽
柳
会
事
務
局
と
致
し
ま
し
て
は
経
費
節

減
を
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
少
子
化

に
伴
う
生
徒
数
の
減
少
や
会
員
皆
様
か
ら
の

会
費
収
入
の
減
少
、
並
び
に
印
刷
費
や
発
送

費
等
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
会
報
の
発
行
が

厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
過
去
五
年
間
、
会
費
の

納
入
が
連
続
し
て
滞
っ
て
い
る
会
員
の
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
の
会
報
に
て
ご
案

内
の
う
え
、
昨
年
よ
り
会
報
の
発
送
を
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
更
な
る
経
費
削
減
に
努
め
る
所
存

で
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
年
会
費
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
陽
柳
会
の
運
営
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

〒877-0047大分県日田市中本町６－６

tel:0973-22-5101

代表　後 藤 孝 之 大分県日田市竹田新町2-48
TEL 0973-24-6270
FAX 0973-23-2810

医療法人社団　知　心　会 

一ノ宮脳神経外科病院 

理事長　一ノ宮  知典  

赤司ようかん

日田市豆田町８-15
電話 0973-22-2240

予
告

総会のご案内

◇日　時 　　 令和８年８月16日（日）
◇場　所 　　 マリエールオークパイン
◇卒業50周年 	  全日制28回生
	  定時制24回生
◇総会・懇親会当番 	  全日制48回生

◉令和８年度陽柳会総会◉
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収入の部 （単位：円）

項　　　目 予算額（A） 決算額（B） 差額（B-A） 備　考

繰越金 1,165,316 1,165,316 0 前年度から

同窓会費 3,000,000 3,053,167 53,167
3221口－手数料
振込1,872人（一般会員1,764人+永
年会員108人）卒業時預かり1,349人

入会金 850,000 910,000 60,000 182名×5,000円

雑収入 484,684 549,452 64,768 市役所支部（部活動補助金）、会報広
告、利息、同窓会名簿,記念誌代金等

合　　　計 5,500,000 5,677,935 177,935

支出の部

項　　　目 予算額（A） 決算額（B） 差額（B-A） 備　考

事　業　費

会 報 発 行 費 1,000,000 907,946 △ 92,054 3,575部（１家庭１通）

記 念 品 170,000 158,340 △ 11,660 入会記念品

学校部活動振興費 500,000 500,000 0 学校部活補助金
（市役所支部からの20万円を含む）

会　議　費
総 会 費 270,000 270,000 0 定期総会

役 員 会 議 費 110,000 96,722 △ 13,278 常任理事会・正副会長会

事　務　費

事 務 局 費 500,000 480,000 △ 20,000 事務局報償費

事 務 消 耗 費 90,000 81,219 △ 8,781 会費管理費・事務用品

旅 費 300,000 258,176 △ 41,824 支部総会旅費

通 信 費 20,000 12,018 △ 7,982 ハガキ　切手、送料

備 品 費 10,000 0 △ 10,000

慶　弔　費 慶 弔 費 340,000 213,538 △ 126,462 支部総会ご祝儀・学校行事祝儀

雑　　　費 雑 費 200,000 191,356 △ 8,644 HP利用料、保守料他

積　立　金 積 立 金 1,000,000 1,000,000 0 110周年記念事業

予　備　費 予 備 費 990,000 0 △ 990,000

合　　　計 5,500,000 4,169,315 △ 1,330,685

収　入 支　出 収支差額（次年度繰越金）
5,677,935 － 4,169,315 ＝ 1,508,620円

 令和６年７月１日～令和７年６月30日
令和６年度　陽柳会　会計決算書 会費納入のお願い会費納入のお願い

�　平素より陽柳会の運営にご理解・ご協力頂き
ありがとうございます。
　陽柳会の各事業は、皆様の年会費によって支
えられています。
　陽柳会が母校を支え、会員相互の親睦と啓発
を支える事業を継続・発展できますよう、皆様
のご協力をお願い致します。
　母校へは、毎年、学校部活動振興費として50
万円、また、周年行事ごとに1,000万円の寄付を
行っております。
■�年会費は、１口1,000円以上です。複数年まと

めて入金も可能です。
　�「振込用紙」表面、“終身会費用振込用紙” の

右側の枠内に年会費の納入状況が表示されて
います。（郵送費を抑える為に元号を省略し、
年のみの表記にしています）ご確認ください。

　�昨年度より、新たに60歳以上の方に、終身会
員の制度を設けました。

　�終身会費20,000円以上を納入すれば、今後の
年会費の納入は免除となります。

■入金方法
　①ゆうちょ銀行・郵便局
　　・ATM（土・日・祝日も利用できます。
　　　※店舗により異なります。）
　　・�窓口（同封の「振込用紙」を窓口にお持

ちください。）
　②スマホアプリ
　　・�対応のアプリでバーコードを読み取り、

ご自宅で簡単にお振込みできます。
　　・�利用可能なPayは、「振込用紙」の裏面を

ご参照ください。
　　・�支払先名の「オノコウソクインサツ」は、

陽柳会が委託した専門の代行業者です。
　③コンビニ
　　・�お近くのコンビニで、「振込用紙」をレジ

にお持ちください。
■お支払い場所
　※「振込用紙」の表面の表
　ご不明の点は、同窓会事務局までお問い合わ
せ下さい。
＜問い合わせ先＞
〒877-0025　大分県日田市田島２丁目9-30
大分県立日田高等学校陽柳会事務局
TEL 0973-23-0166　FAX 0973-23-0167

　同窓会費は、現役生の学校部活動振興費・卒業記念品・学校施設設備整備
支援・周年行事の取り組み・同窓会報発行等の同窓会活動に役立たせて頂い
ております。活動の財源となる会費収入の内訳は、令和５年度は3,201口で会
員の2,034人の振込みと、現役生の卒業時預かり一括納入する「10年会費」で
賄われているのが現状です。
　以上のことから、近い将来同窓会の活動財源が枯渇する可能性は極めて強
いと考え、会員の皆様の利便性向上のため、会費の電子決済も導入しました。
また、60歳以上の方には「終身会員制度」を設けました。勿論、従来通りの
納入方法でも構いませんが、終身会員にご登録された方は、会費納入の振込
用紙に終身会員の証明を入れ、お名前をホームページで掲載させて頂きます。
60歳を過ぎるとセカンドライフへの夢や希望も膨らみます。そんな時に母校
へのお力添えもどうぞ宜しくお願い申し上げます。

終身会員制度をもうけました!!
同窓会　会員制度

終身会員

満60歳以上の方のみ終身会員
20,000円以上
終身会費を納入すれば今後の年
会費の納入は免除

正 会 員

年会費
１口　1,000円以上
振込用紙に年会費の納入状況が
表示されます

※令和６年度終身会員　合計108人
　内訳…60代（55人）70代（33人）80代以上（20人）
多数のご協力をどうもありがとうございました。

測量用材総合メーカー

大分営業所
所　長

J I S B 7914-2
TCO 810002

大分営業所 /〒877-1224　大分県日田市秋原町 786
 TEL 0973-24-9782   FAX 0973-24-9929
HP：https://kakumaru.jp/   mail：kunugio@b-net.kcv.jp
本　　　社 /〒814-0104　福岡市城南区別府 3 丁目 17-17
 TEL 092-851-5656   FAX 092-831-8405

檪 尾　慎一
くぬぎお

JIS
表示認証
取得工場

お
酒
は
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な
っ
て
か
ら
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大
分
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日
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市
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１
２

老
松
酒
造
株
式
会
社
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２
８
）２
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１
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大分県日田市亀山町4-15
T E L 0 9 7 3 - 2 4 - 0 3 0 0

電気工事一式

株式
会社

代表取締役会長　古川　克敏 （高校14回）

 エース電設
伊東薬局
上野店
日ノ出町店

日田市上野町598-3

日田市日ノ出町22-1

ITOH PHARMACY SINCE1904

伊東薬局日ノ出町店 検索

健康お役立ち情報を発信中！

すべての医療機関の処方箋を受け付けております

株株式式会会社社伊伊東東薬薬局局 代代表表取取締締役役  伊伊東東  昭昭彦彦

Follow me!
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
穏
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
よ
り
陽
柳
会
の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
よ
う
や
く
多
く

の
行
事
が
通
常
開
催
と
な
り
、
各
地
域
支
部
で

の
総
会
や
懇
親
会
に
も
活
気
が
戻
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
仲
間
と

の
再
会
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
改
め
て
日
田
高
校

で
培
っ
た
絆
の
温
か
さ
を
実
感
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
八
月
十
七
日
（
日
）

に
は
令
和
七
年
度
本
部
総
会
を
開
催
し
、
多
く

の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し

た
。
担
当
学
年
高
校
四
十
七
回
生
の
皆
さ
ん
が

一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
復

活
し
た
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
も
大
盛
況
と

な
り
、
参
加
し
た
皆
さ
ま
が
本
当
に
楽
し
ん
で

頂
け
た
懇
親
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
年
も
多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
が
集
え

る
よ
う
な
総
会
、
懇
親
会
を
準
備
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
二
〇
二
六
年
（
令
和
八
年
）
は
、

私
た
ち
陽
柳
会
が
「
世
代
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を

つ
な
ぐ
」
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
年

と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。
母
校
日
田
高
校
は
、

創
立
以
来
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
重
ね
、
学
問
・

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
各
分
野
で
優
れ
た
人
材
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
在
校
生
の
皆
さ
ん

は
、
地
域
課
題
に
取
り
組
む
探
究
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
、
日
田
高
校
の
伝
統

を
新
し
い
形
で
受
け
継
い
で
お
ら
れ
ま
す
。
同

窓
会
と
し
て
も
、
そ
の
若
い
力
を
応
援
し
、
後

輩
た
ち
が
誇
り
を
も
っ
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
支
部
の
活
動
も
同
窓
会
の
大

き
な
柱
で
す
。
卒
業
年
次
や
職
業
の
垣
根
を
越

え
て
集
い
、
互
い
を
励
ま
し
、
母
校
を
語
り
合

う
時
間
は
、
人
生
に
お
け
る
貴
重
な
つ
な
が
り

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
交
流
の
場
を
広
げ
、
陽
柳
会

が
よ
り
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
存
在
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
う
し
て
母
校
と
つ
な
が
り
続
け

ら
れ
る
の
は
、
創
立
以
来
、
教
育
の
場
を
守
り

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
尽
力
の
賜
物
で
す
。
そ
の
恩
に
感
謝
し
、

次
の
世
代
に
「
日
田
高
校
の
心
」
を
受
け
継
ぐ

こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
任
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
健
康
で
充
実
し
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
母

校
日
田
高
校
な
ら
び
に
陽
柳
会
が
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
絆
と
温
も
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

陽
柳
会
会
長
挨
拶会長

　
園
田
　
匠

　

陽
柳
会
の
会
員
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
関
東
陽
柳
会
の
昨
年
の
会
報
で
取
り

上
げ
た
テ
ー
マ
が
好
評
で
し
た
（
と
勝
手
に

思
っ
て
い
ま
す
）
の
で
、
要
約
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

一
昨
年
末
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
『
全
国
の
健
康
で
元

気
な
一
〇
〇
歳
の
方
々
、
総
勢
一
〇
〇
人
を
大

調
査
! !
』
と
い
う
番
組
が
あ
り
ま
し
た
。
健
康

な
一
〇
〇
歳
の
方
々
の
食
生
活
、
生
活
習
慣
な

ど
に
つ
い
て
、
健
康
長
寿
の
秘
け
つ
を
徹
底
的

に
聞
き
出
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
た
番
組
で

し
た
。

　

究
極
の
健
康
法
は
、
人
と
の
「
つ
な
が
り
」

パ
ワ
ー
。

　

｢

近
所
の
人
と
の
女
子
会
が
楽
し
み
」、「
町

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
必
ず
参
加
す
る
」｢

一
日

五
十
人
に
挨
拶
す
る｣

な
ど
、自
分
な
り
の
「
つ

な
が
り
」
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
や
東
大
の
研
究
で
も
、

様
々
な
効
能
が
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
つ
な
が
り
」
を
実
践
さ
れ
て
い
る
の
が
、
第

四
回
生
（
昭
和
二
十
七
年
卒
）、
御
年
九
十
二
歳

の
山
本
幸
子
さ
ん
で
す
。
関
東
陽
柳
会
の
み
な

ら
ず
在
京
大
分
県
人
会
な
ど
様
々
な
会
で
お
会

い
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ど
の
会
で
も
最
高
齢
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
元
気
で
す
よ
ー
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
陽
柳
会
で
究
極
の
健
康

法
「
つ
な
が
り
」
を
実
践
し
、
健
康
で
元
気
な

一
〇
〇
歳
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
! ! !

関
東
陽
柳
会

　
会
長
　
渡
辺
真
一
郎

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
つ
も
陰
日
向
と
な
り
本
校
を
応
援
頂
き

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
年
度
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
滞
っ
て
い

た
海
外
研
修
を
、
楊
柳
会
か
ら
の
補
助
金
を
原

資
に
台
湾
研
修
と
し
て
生
徒
達
の
国
際
性
涵
養

に
努
め
て
い
る
所
で
す
。
ま
た
、
全
日
制
で
は

ボ
ー
ト
男
女
が
県
大
会
優
勝
、
定
時
制
で
は
陸

ご
挨
拶

校
長
　
船
津
　
勇
一

「
同
窓
会
の
活
性
化
で
次
世
代
づ
く
り
を
！
」

　
「
関
西
陽
柳
会
」
が
発
足
し
て
か
ら
四
十
七
年

に
な
り
ま
す
が
、
私
が
引
継
い
だ
課
題
は
〝
新

会
員
の
勧
誘
と
若
返
り
〟
で
あ
り
、
同
窓
会
が

「
楽
し
い
融
和
の
場
」
に
な
る
為
の
施
策
検
討
と

実
践
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
役
員
・
幹
事
の
意
見
に
よ
り

関
西
陽
柳
会�

　
田
原
　
雅
夫

支
部
便
り

日田市田島２丁目大原神社上ル
TEL 0973(24)7577（代）･FAX (22)8388

山 里 料 理

（登録商標）

大原神社参拝･初参り･七五三祝いに…
イスとテーブルのお席もご用意できます。

法事料理も承ります。

㈲原田プロパン

システムキッチン・システムバス販売・施工
および器具販売・メンテナンス
各種メーカー対応します！

日田市玉川町 1-5

☎ 22－3648  FAX 24－2688

上
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
優
勝
を
果
た
し
、
各
々

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
全
国
大
会
へ
コ
マ
を
進
め
て

い
ま
す
。
進
学
・
就
職
面
に
お
い
て
も
、
全
日

制
で
は
生
徒
の
半
数
以
上
が
九
大
を
は
じ
め
と

す
る
国
公
立
大
に
合
格
し
、
定
時
制
も
県
職
一

名
合
格
等
、
自
己
実
現
に
向
け
て
粘
り
強
く
努

力
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
自
己
肯
定
感
が
頗
る

高
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
さ
も
日
々
実
感
し
て
い
る
所
で
す
。
そ

ん
な
生
徒
達
が
実
際
に
町
へ
出
か
け
、
郷
土

の
良
い
所
や
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
仮

に
一
旦
故
郷
を
離
れ
て
も
再
び
戻
っ
て
心
血
を

注
ぐ
。
そ
ん
な
将
来
を
見
据
え
た
学
び
を
し
っ

か
り
と
生
徒
た
ち
に
提
供
し
、
自
分
を
好
き
で

様
々
な
人
と
繋
が
り
学
び
向
上
し
続
け
る
、
そ

ん
な
生
徒
・
学
び
舎
作
り
に
邁
進
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
日
田
高
校
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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春
の
候
、
同
窓
生
の
皆
様
は
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
一
年
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で

実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
誠
に
恐
縮
で
す
が
八
年
間
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
大
分
陽
柳
会
会
長
を
昨
年

十
月
の
総
会
を
も
ち
ま
し
て
退
任
致
し
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
感
染
症
コ
ロ
ナ
、
母
校
百
周
年
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
か
ら
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
無
事
に
職
責
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
は
卒
業
後
も
母
校
と
の
つ
な
が
り
を

大
分
陽
柳
会

　
前
会
長
　
深
野
　
義
泰

　

陽
柳
会
・
在
校
生
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
福
岡
地
区
陽
柳

会
で
は
、
昨
年
五
月
十
七
日
に
記
念
す
べ
き
第

二
十
回
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和

二
十
五
年
ご
卒
業
の
大
先
輩
か
ら
、
令
和
元
年

卒
業
の
新
社
会
人
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
同
窓

生
に
加
え
、
三
名
の
御
来
賓
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
総
勢
四
十
四
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
で
は
、
御
来
賓
を
代
表
し
て
船

津
校
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
議
事
進
行

の
後
に
は
、
椋
野
日
田
市
長
よ
り
「『
子
ど
も
た

ち
が
世
界
に
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
日
田
』
を
実
現

す
る
た
め
に
」
の
題
目
で
卓
話
を
賜
り
ま
し
た
。

そ
し
て
園
田
会
長
か
ら
の
乾
杯
の
ご
発
声
の
も

と
、
懇
親
会
は
和
や
か
に
始
ま
り
、
盛
会
裏
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
は
日
田
の
猛
暑
日
日
数
が
国
内

の
過
去
最
多
記
録
に
並
び
、「
全
国
一
暑
い
」
ま

ち
と
し
て
、
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
も
う
少
し
暑
さ
が
和
ら
い
で
ほ
し
い

と
祈
る
ば
か
り
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
熱

中
症
に
は
よ
り
一
層
気
を
付
け
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
年
も
郷
里
、
母
校
、
そ
し
て
陽
柳
会
の
発

展
に
向
け
微
力
な
が
ら
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
地
区
陽
柳
会�

　
会
長
　
村
上
　
英
之

日田市中城町 3-52
TEL 0973-23-8090

末松どうぶつ病院
末松 弘彰（高校14回）
末松 正弘（高校50回）

㈱ AMC カードでのお買物もどうぞお気軽に

寝具とインテリア

日田市元町駅前通り・TEL(0973)22-2520( 代 )
スタッフ募集！

　

陽
柳
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

良
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ

の
た
び
、
熊
本
陽
柳
会
会
長
と
な
り
ま
し
た

三
十
六
回
生
の
渡
邉
薫
と
申
し
ま
す
。
前
会
長

で
あ
り
ま
す
倉
富
先
生
と
長
年
運
営
を
さ
れ
て

い
ま
す
樋
口
事
務
局
長
よ
り
次
期
会
長
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
の
が
二
〇
二
三
年
の
こ
と
で
し

た
。
交
代
の
準
備
を
進
め
て
い
る
最
中
、
倉
富

先
生
の
急
逝
と
い
う
耳
を
疑
う
一
報
が
入
り
愕

然
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
い
ろ
い
ろ
と
お

聞
き
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
力
不
足
の
そ

の
よ
う
な
状
態
で
の
出
発
に
一
抹
の
不
安
も
あ

り
ま
す
が
何
と
か
熊
本
支
部
を
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

八
月
に
総
会
に
初
め
て
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
園
田
会
長
を
含
め
懐
か
し
い
友
人
と
も
再

会
し
ま
し
た
。
ま
た
十
月
に
は
小
鹿
田
焼
民
陶

祭
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
偶
然
に
友

人
と
再
会
し
ま
し
た
。
帰
郷
を
通
じ
、
あ
ら
た

め
て
日
田
の
魅
力
を
再
確
認
す
る
き
っ
か
け
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
出
来
事
で
し
た
。
私
が
こ

れ
か
ら
や
る
べ
き
こ
と
は
、
熊
本
在
住
の
陽
柳

会
の
皆
様
に
熊
本
と
日
田
と
の
情
報
交
換
の
懸

け
橋
と
な
る
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
未
熟

で
は
あ
り
ま
す
が
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

熊
本
支
部支部

長
　
渡
邉
　
　
薫

対
応
策
を
検
討
し
て
有
効
な
手
段
の
模
索
を

し
、
新
た
な
会
員
探
し
に
向
け
た
「
郵
便
作
戦
」

で
の
〝
声
掛
け
運
動
〟
で
あ
り
、
結
果
は
十
五

名
の
方
に
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
、

昨
年
の
同
窓
会
に
は
〝
九
名
の
新
会
員
〟
が
出

席
し
て
頂
い
た
こ
と
で
感
銘
を
受
け
た
次
第
で

す
。

　

現
在
、
当
会
で
は
、
役
員
・
幹
事
が
奇
数
月

の
隔
月
に
「
土
曜
会
」
を
開
催
し
、
懇
談
を
し

な
が
ら
率
直
な
意
見
交
換
を
し
て
お
互
い
に
楽

し
く
育
成
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
気

軽
に
ご
参
加
を
し
て
頂
き
ま
す
こ
と
を
我
々
一

同
は
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
も
高
齢
化
が
進
み
、
会
員
の
出
席
者

も
益
々
減
少
す
る
状
況
下
で
は
、
会
員
の
皆
様

方
の
友
人
へ
の
お
誘
い
が
〝
新
会
員
の
勧
誘
と

若
返
り
〟
へ
と
繋
が
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
と

共
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
会
は
、
今
後
の
よ
り
良
い
「
同
窓
会
」
の

あ
り
方
を
推
敲
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
「
同
窓

会
」
を
目
指
し
て
精
進
し
て
参
る
所
存
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
は
も
と
よ
り
、
陽
柳
会
本

部
や
母
校
の
日
田
高
校
、
並
び
に
日
田
市
の
関

係
者
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

保
ち
、
世
代
を
超
え
て
交
流
を
深
め
る
貴
重
な

場
で
す
。
こ
の
伝
統
あ
る
会
を
通
じ
多
く
の
出

会
い
や
再
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
期
大
分
陽
柳
会
七
代
目
会
長
に
は
、
橋
本

堅
次
郎
さ
ん
（
高
二
十
二
回
生
）
が
就
任
し
ま

し
た
。
橋
本
さ
ん
は
日
本
文
理
大
学
の
学
長
で

新
し
い
視
点
と
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
同

窓
会
を
更
に
発
展
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
申
し
上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

「
新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
同
窓
会

支
部
運
営
に
向
け
て
」

　

会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
今
で
は
、
社
会
情
勢
が
急
速
に
変
化
す
る

中
、
新
た
な
価
値
観
、
多
様
性
の
尊
重
等
個
人

意
識
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
玖
珠
支
部
で
は
、

こ
れ
ま
で
、
総
会
時
に
お
け
る
懇
親
会
な
ど
で

同
窓
生
と
の
交
流
の
機
会
を
得
る
こ
と
だ
け
に

止
ま
ら
ず
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
会
員

の
講
演
や
役
員
に
よ
る
豊
後
森
駅
で
の
清
掃
な

ど
の
社
会
貢
献
活
動
を
通
し
て
組
織
強
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
活
動

だ
け
で
は
、
若
い
世
代
へ
の
会
員
層
に
は
、
魅

力
あ
る
同
窓
会
組
織
と
し
て
の
意
識
づ
け
ま
で

に
は
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
支
部
の
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
え
る
う
え
で
、
現
状
の

ま
ま
で
は
、
数
年
延
命
を
図
る
こ
と
は
、
不
可

能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
い
世
代
の
会
員
の

理
解
、
協
力
を
得
ず
に
は
、
い
ず
れ
人
材
も
全

く
空
と
な
り
空
中
分
解
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、
こ
れ
ま
で
日
々
学
校
生
活
を
頑

張
っ
て
い
る
後
輩
た
ち
を
同
窓
会
と
し
て
も
応

援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
痛
感
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
同
窓
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪

玖
珠
支
部支部

長
　
武
石
　
啓
治
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S S H 紹 介
　私がSSクラスに興味を持ったのは中学
生の頃です。高校調べをする中で、日田
高校にSSクラスがあることを知り、他で
は経験できない活動や研修を通して幅広
い知識を得ることができる点に惹かれました。
　現在はSSクラスに所属し、個性豊かな仲間と探究活動
ができて、とても充実した毎日を送っています。私は、｢ひ
た杉からコスメを作る｣というテーマで課題研究を行って
います。日田の特産品であるひた杉は主に木の幹を加工し、
建材や工芸品として活用されます。しかし、葉の部分は活
用されておらず、流通していません。そこで、杉の葉から
取り出した色素を用いて、近年需要が高まっている色付き
リップを作ることができれば、地域産業の発展につながる
のではないかと考えました。杉に含まれる主な色素は緑色
や赤褐色のものが多く、鮮やかな赤色にするのは難しいで
すが、色素を赤くするために仲間と試行錯誤する過程はと
ても楽しいものです。
　これからも研究の成功や進路達成に向かいSSクラスの
仲間たちと共に学び助け合って学校生活を送っていきたい
です。
� ２年　小幡　莉子

　

陽
柳
会
の
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
定
時
制
に

は
六
十
三
名
の
生
徒

が
在
籍
し
て
お
り
、
令
和
元
年
と
比
較
し
て
も

約
二
倍
の
生
徒
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、

定
時
制
高
校
は
「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」
場
か
ら
、

「
多
様
な
生
徒
た
ち
が
学
ぶ
」
場
へ
と
変
化
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
に
対
し
て
、
本

校
に
根
付
く
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
教
育

の
も
と
、
生
徒
た
ち
が
一
歩
ず
つ
前
に
進
む
逞

し
い
姿
こ
そ
が
、
地
域
の
信
頼
を
得
て
き
た
理

由
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
校
で
は
、
多
く
の
行
事
を
通
じ
た
人

間
関
係
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
で
は
卓
球
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
陸
上
部
の
計
八
名
が
全
国
大

会
に
出
場
し
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
全
国
五
位
を

獲
得
し
ま
し
た
。
県
生
活
体
験
発
表
大
会
で
は
、

代
表
生
徒
が
十
年
ぶ
り
に
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
活
躍
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
通
じ
て
、

県
西
部
唯
一
の
夜
間
定
時
制
と
し
て
、
学
校
目

標
で
あ
る
「
誇
り
高
く
、
あ
し
た
を
ひ
ら
く
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
間
の
育
成
」
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

「
逆
順
」�

１
年　

野
元　

孝
通

教
頭
　
賀
来
　
宏
基

定
時
制

　

初
春
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
日

頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
力

添
え
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
役
所
支
部
会
長
と
し
て
、
一
昨
年
か
ら
会

報
誌
面
に
て
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
が
役
員
切
り
替
え
の
た
め
、

今
回
が
締
め
く
く
り
の
寄
稿
と
な
り
ま
す
。

　

役
員
と
し
て
同
窓
会
活
動
に
携
わ
り
思
う
こ

と
は
、
折
に
触
れ
る
た
び
、
諸
先
輩
の
皆
様
は
、

節
度
・
品
格
を
わ
き
ま
え
た
人
格
者
で
あ
る
こ

と
を
深
く
感
じ
て
お
り
、
同
窓
会
を
通
じ
皆
様

と
強
固
で
温
か
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
こ
と

に
拝
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
六
〇
歳
の
節
目
を
迎
え
、
高
度
成

長
・
バ
ブ
ル
崩
壊
・
長
期
経
済
停
滞
・
コ
ロ
ナ
禍
・

近
時
で
の
揺
ら
ぐ
国
政
、
更
に
、
海
外
で
は
度

重
な
る
紛
争
問
題
に
加
え
他
国
か
ら
の
経
済
圧

力
等
の
昭
和
・
平
成
・
令
和
の
目
ま
ぐ
る
し
い

時
代
変
遷
に
お
い
て
、
改
め
て
、
俯
瞰
的
な
視

野
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

日
田
高
生
徒
を
は
じ
め
同
窓
会
員
の
皆
さ
ん

が
母
校
校
訓
で
あ
る
「
剛
健
・
積
極
・
明
朗
」

を
胸
に
、
時
代
の
潮
流
を
乗
り
越
え
各
分
野
に

お
い
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
す
。

日
田
市
役
所
支
部

会
長
　
髙
倉
　
保
徳

医療法人

中川泌尿器科
理事長 中川克之　院長 吉井愼一

info@nakagawa-ur.net
  ☎ 0973-24-5255

FAX 0973-22-7408 
日田市大字上野町泉 601-1

を
広
げ
、
新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
同
窓
会
支
部

と
す
る
た
め
に
同
窓
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
協

議
・
検
討
し
、
充
実
し
た
支
部
運
営
組
織
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
助
言
・
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　「
ひ
と
り
語
り
」

　

私
は
法
隆
寺
に
近
い
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
住
ん

で
五
十
年
近
く
な
り
ま
す
。
こ
の
町
の
お
話
会

に
所
属
し
て
四
十
五
年
。
お
話
会
と
は
素
話（
お

話
を
覚
え
て
語
る
）
絵
本
、
手
遊
び
な
ど
を
子

ど
も
達
と
楽
し
む
会
で
す
。
現
在
は
大
人
を
対

象
に
「
大
人
の
お
話
会
」
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

三
年
前
あ
る
お
話
会
に
招
か
れ
た
の
で
す
が
、

覚
え
て
い
た
お
話
が
出
て
こ
ず
大
失
敗
。
挽
回

す
る
た
め
に
「
ひ
と
り
語
り
」
を
開
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
ひ
と
り
舞
台
、
百
人
ほ
ど
の
お

客
様
に
緊
張
し
つ
つ
も
無
事
に
語
り
終
え
ま
し

た
。
す
る
と
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
職
員
さ
ん
に

「
毎
月
語
っ
て
」
と
言
わ
れ
び
っ
く
り
！
「
覚
え

て
語
る
の
で
毎
月
は
無
理
。
年
二
回
な
ら
」
と

言
う
こ
と
で
十
月
と
三
月
に
ひ
と
り
語
り
を
開

く
こ
と
に
な
り
、
こ
の
十
月
で
第
五
回
に
な
り

ま
す
。
自
分
の
好
き
な
語
り
を
沢
山
の
方
に
聞

い
て
頂
け
て
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
色
々
準
備
し
て
く
だ
さ
る
職
員
さ
ん
、
チ

ラ
シ
、
受
付
名
簿
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
家

族
、
横
浜
か
ら
駆
け
つ
け
て
司
会
を
し
て
く

れ
る
従
妹
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、
万
障
繰
り

合
わ
せ
て
来
て
く
だ
さ
る
お
客
様
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
失
敗
か
ら
始

ま
っ
た
「
ひ
と
り
語
り
」
が
今
で
は
私
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
し
た
。

同
窓
生
便
り

高
20
回
生
（
昭
和
43
年
卒
業
）

関
西
陽
柳
会
　
城
田
　
恵
子
（
旧
姓 

山
下
）
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部 活 動 紹 介 　令和７年度　部活動戦績等

◆2025年度入試の主な合格実績　（既卒を含む）

◆大学種別合格延べ数

（揮毫　日田高校書道部）

　2025年度大学入学共通テストは、1月18日・19日に全国651会場で実
施され、本校からは104名の生徒が大分大学旦野原キャンパスで受験
に臨みました。
　今年度は新課程入試の初年度でしたが、「思考力・判断力・表現
力」を重視するという方針は変わらず、「日常生活を意識した場面設
定」や「複数の資料を活用して考える」といった出題が継続されまし
た。国公立大学を志望する生徒が多く受験する6教科8科目（1000点満
点）の全国平均点は、文系・理系ともに前年より上昇。特に文系では、
地理歴史・公民の得点が伸びたことが要因とされています。本校生も、
事前の予想を上回る得点を獲得した生徒が多く見られました。
　また、国公立大学の二次試験では、女子生徒の進路選択に変化が
見られました。理学系や工学系の出願者が増え、特に「物理」「機械・
航空」「応用化学」分野でその傾向が顕著でした。一方、県立看護科
学大学では、一昨年度の低倍率の反動で前期試験の難易度が上がりま
したが、本校からは3名の合格者を出しました。
　生徒たちは最後まで粘り強く受験に取り組み、国公立大学には約
100名が合格。私立大学でも福岡大学をはじめ、多くの合格者が出る
など、立派な成果を収めました。
　今後も、それぞれの進路で力強く歩んでくれることを願っています。
卒業生の皆さまにおかれましても、引き続き後輩たちへの温かいご支
援をよろしくお願いいたします。� （進路指導主任　永松　寛明）

2023年度入試 2024年度入試 2025年度入試
国 公 立 大 学 1 0 2 1 0 0 9 8
私 立 大 学 2 2 1 2 2 3 1 8 0
短 大 1 5 1 8 1 1
看 護 ・ 衛 生 ８ ７ ２
準 大 学 ・ 各 種 1 4 1 5 1 1

主 な 国 立 大 学
電気通信大 １
信州大 １
広島大 １
山口大 ４
九州大 ２２
佐賀大 ４
長崎大 ９
熊本大 ９
大分大 ４
宮崎大 １
鹿児島大 １

日田・中央一番街 Tel23-1111 

スポーツ !! 学生服 !! 

ヤングライフ 

有限会社 松岡ガーデン
代表取締役

松岡　勉（高校 23 回）

日田市大字二串765-1
☎ 0 9 7 3 - 2 4 - 2 7 4 5

おかげさまで
『創業61周年』

つねに環境造りを考える

不二水道

日田市城町１丁目８番46号
TEL 0973(22)6265  FAX 0973(24)4903

株式
会社

主 な 公 立 大 学
山口県立大 ４
山口東京理科大 ５
北九州市立大 １
福岡女子大 ２
長崎県立大 10
大分県立看護科学大 ３
宮崎公立大 ２

主 な 私 立 大 学
国際医療福祉大 １
青山学院大 １
早稲田大 １
立教大 １
同志社大 ２
関西学院大 ２
近畿大 ３
西南学院大 12
福岡大 33

◎運動部

ボ ー ト 部

全九州総体出場（５クルー）
　女子舵手付クォドルプル２位
　男子舵手付クォドルプル３位
国スポ九州ブロック大会出場（４クルー）
　女子舵手付クォドルプル２位
　男子舵手付クォドルプル３位
インターハイ出場（４クルー）
　男女舵手付クォドルプル
　男女シングルスカル

弓 道 部
九州大会出場（女子個人）
インターハイ出場（女子個人）

水 泳 部 九州大会出場（個人）

◎文化部

吟詠・剣詩舞部 高文連九州大会夏季研修会詩舞
　独舞　優秀賞、優良賞　　　群舞　優秀賞

書 道 部
第54回全国高校書道展（四国大学主催）　特選
第51回ふれあい書道展（全国書画展覧会主催）　特選

器 楽 部 第62回大分県吹奏楽コンクール
　小編成　高等学校の部　金賞

◎高校総体

ボ ー ト 部

男子舵手付クォドルプル優勝
　（九州大会出場・インターハイ出場）
女子舵手付クォドルプル優勝
　（九州大会出場・インターハイ出場）
男子シングルスカル　優勝
　（九州大会出場・インターハイ出場）
女子シングルスカル　優勝
　（九州大会出場・インターハイ出場）

ボ ー ト 部

男子ダブルスカル　２位（九州大会出場）
女子ダブルスカル　２位（九州大会出場）
男子舵手付クォドルプル　２位
男子総合優勝
女子総合優勝

卓 球 部 男子２回戦まで　女子１回戦まで

ソフトテニス部 男女団体１回戦まで男子個人２回戦まで　女子個人ベスト32
ラ グ ビ ー 部 １回戦まで
バ レ ー 部 女子２回戦まで　男子１回戦まで
バスケットボール部 男子２回戦まで　女子県ベスト16

剣 道 部 男子団体　２回戦まで　女子団体　１回戦まで男女個人　３回戦まで
サ ッ カ ー 部 ２回戦まで

弓 道 部

男子団体　予選突破　決勝リーグ　第５位
女子団体　予選突破　決勝リーグ第３位
女子個人　４位入賞（九州大会出場）
２位入賞（九州大会出場・インターハイ出場）

陸 上 部 予選まで

◎令和７年度　校外部活動

水 泳 部
100m平泳ぎ　５位（九州大会出場）
メドレーリレー４×100ｍ　５位

バドミントン部 ２回戦まで
フェンシング部 個人フルーレ出場　17位



陽柳会報（8）

　日田市では、毎年２月15日～３月31日で「天領日田おひなまつり」が開催されます。
　「天領日田おひなまつり」の歴史は、昭和59年（1984年）に、「草野本家住宅（草野本家）」が、伝来のひな人形を一般公開した
ことから始まりました。現在では、江戸時代に幕府直轄地「天領」として栄えた日田ということもあり、旧家など多くの箇所で見
学することができます。
　加えて、「『おひなまつり』を観光と結び付けた発想」は全国の先駆けとも言われ、毎年多くの観光客が訪れる日田市を代表する
風物詩となっています。
　また、「草野本家住宅」は、大分県日田市豆田町にあり、平成21年に国の重要文化財に指定されました。年に４回、「お雛祭り」「端
午の節句」「祇園祭」「天領祭り」の時期に一般公開します。歴史的な品格のある建物や中庭、そして大変貴重な展示品などがございます。
　さて、お話は変わりますが、みなさんご存じの通り、令和８年NHK大河ドラマは、「豊臣兄弟！」です。
　豊臣秀吉の弟で、秀吉の名参謀でもあった「豊臣秀長」が、大河ドラマの主人公です。この役を仲野太賀さんが演じます。
　なぜ、「豊臣兄弟！」のことを紹介すると思われるでしょうが、、、。
　実はこの、「豊臣秀長」の鎧が、「草野本家住宅」にあるんです。
　平成13年に「草野本家住宅」の蔵に保存されている鎧が、「開運！なんでも鑑定団」で鎧の鑑定を行っていた明珍宗恭さんに修理・
鑑定される中で「豊臣秀長」のものであったことが確認されました。
　翌年から、端午の節句に合わせて毎年一般公開されてきました。
　平成18年９月には、NHK番組「その時歴史が動いた」で「豊臣秀長」が特集され、スタジオにはこの鎧が展示され放送されまし
た。アナウンスの中に、兜にしたためられたお札に言及し「秀長の文字は名参謀であった弟の武運を願い秀吉が自ら書いた、とも
伝えられている。」とコメントされました。
　この「豊臣秀長の鎧」が、下記日程で見ることができます。

【豊臣秀長の鎧公開情報】
　■令和８年の公開期間
　　①端午の節句：４月29日（水）～５月24日（日）
　　　定休日：水曜日・木曜日
　　②天領まつり：10月17日（土）～11月23日（月）
　　　定休日：水曜日・木曜日
　■入館料：600円（大人／１人）、250円（中高生）、500円（団体15人以上）
　■開館時間：10時～17時（入館時間16時30分まで）
　■大分県日田市豆田町11－４　草野本家　0973－24－4110

日田市への里帰りと合わせて、ぜひお立ち寄りください。

ひたふるさと便りひたふるさと便り
国の重要文化財「草野本家住宅」国の重要文化財「草野本家住宅」
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代表取締役　佐 々 木 美 徳 （高校 34 回）

日田市元町１３-１  JR 日田駅前
☎ 0 9 7 3 - 2 4 - 4 3 6 6

〒877-0025　日田市田島 1 丁目 10 番 21 号
TEL 0973-22-6141　FAX 0973-22-1688

株式会社諌山工務所
代表取締役　伊 藤 哲 司 （高校 30 回）

「技術と信頼、自然との調和」

kazahaya

〒877-0005 
大分県日田市豆田町8-25 tel .0973-22-2113  fax.0973-28-5721

Tokikoso


